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★みんなで湯ったりさくらんぼ交流会 

                        ★コラム 

★夏休みの居場所、大丈夫ですか？ 

 

 

平成 29 年度 

福島県ふるさとふくしま交流・相談支援事業（県外避難者支援事業） 

みんなで湯ったりさくらんぼ交流会 のご案内 
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第 23 号 
 

NPO 法人 
やまがた絆の架け橋ネットワーク 

毎年好評いただいている交流会です♪ 

さくらんぼ狩りのあとは寒河江市の温泉施設「こころの宿一龍」でゆったりと温泉をお楽しみい

ただけます。お昼は一龍でのお座敷ランチ。昼食・入浴のあとはごろりと横になるもよし！の

ゆったり日程です。 

 

開催日 平成２９年７月２日（日）  

日 程  9:20 チェリーランド集合・受付後さくらんぼ園へ 

          (移動後)さくらんぼ狩り 

    12:00 昼食会場(チェリーパークホテル) 

        15:00 解散 

集 合 チェリーランド（詳細は申し込み時にご連絡します） 

定 員 先着 50名程度（先着順） 

参加費 大人 1,700 円 子ども 1,200 円 ３歳以下無料  

申込み 
▼こちらの QR コードを読み込み、専用フォームからお申し込みください。 

      

 

 

 

 

 ※申込みフォーム入力後に内容を確認するメールが自動返信にて届きます。 

追って fucco@kakehasi.jpn.org からの確認メールをお送りします。 

上記メールを受信できるように設定をお願いします。 
（３日以内にメールの返信がない場合は fucco までご連絡ください） 

  

締切：６月２６日（月） ※定員になり次第締切、以後キャンセル待ちとなります 

専用フォームのみで 

受付しています。 

 

 

お早目に 

お申し込みくださ～い!! 



 

夏休みの「居場所」大丈夫ですか？ 
 

「いつもは子どもが学校に行っている時間だけ仕事をしているんだけど…」 

「学童に行っていない(やめてしまった)から、普段は仕事が終わるまで留守番しているんです」 

夏休みの間、どうするのかは決まっていますか？ 

 

「家でひとりでお留守番させるしかなくて…。でも、行ける場所があれば利用したい」 

 どんな声があるのかを集めています。 

「どのくらい頻度で」「どのくらいの時間」のサポートがあれば助かるのか、 

fucco@kakehasi.jpn.org に声を寄せて下さい m(__)m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 
 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 ５月 28日に開催した「親子料理教室」。パパさんの参加もあり、 

とても賑やかな会でした。ハンバーグ・照り焼きチキン・サラダ 

と、こどもたちが担当したいテーブルに移動しての作業。ハン 

バーグを焼いたのは小学３年生。 

タルタルソースは２，３年生の男の 

子に加わって年長さん。サラダの 

トマトは１年生が切ってくれました！ 

ポタージュスープをミキサーにかけ 

たのは年長さん。ママたちは「手は猫の手ね！」などアドバイス。 

同じ具だけど、挟んでみると個性が出る出る(笑)  

大きな口で 「いただきま～す♡」 自分で作ったハンバーグは 

格別の日曜日でした～♪ 

ＮＰＯ法人やまがた絆の架け橋ネットワーク代表理事の早坂信一が語るコラム 10 

「禍転じて福と為す」 
  

皆さんこんにちは、やまがた絆の架け橋ネットワークの早坂です。今年度やまがた社会貢献基金の 

助成を受ける事になり、その事業のため静岡県庁の危機管理担当の方とお話しする機会を得ました。太平洋岸

の各都府県では南海トラフ地震の対策に追われている状況なのですが、大量に発生する避難者の対応をどのよ

うにしたらいいのか苦慮しているようでした。東日本大震災での状況、山形での避難者を受け入れた時の話し

などは非常に興味をもって聞いて頂き、担当の方は静岡にも福島の避難者はおられるので、こんな形で情報共

有するのは自分たちの対応不足と認めつつ（避難者対応の部署ではなかったですが）、大変参考になる話しを聞

かせて頂いた、いざ事が起こったら静岡県民の受け入れをよろしくお願いしますと深々とお辞儀をされました。 

つい先日、他県のある支援団体が、復興庁で発表している避難者数と自分たちが把握している人数と数に開

きがありすぎる、復興庁は何をやっている、怠慢だ、正しい人数の把握を早急にするよう訴えよう、と呼びか

けがありました。この問題はずっと前から言われてきたことであり、確かに根本的な人数の把握が違うので必

要な支援が行われないという懸念もあり、重大な問題です。確かに色んな仕組みがうまくいっておらず、マズ

イ部分はたくさんあるのですが、少なくても「役所はけしからん」という対立構造からは新しいもの、良いも

のは生まれないと思います。これだけ時間も経過しているわけだし、役所も我々支援団体も良い部分、足りな

い部分それぞれ認め合って、良い方向に向かって行かなければならないのではと思った次第です。 

 

 

 

この事業は認定 NPO法人ジャパンプラットホーム 共に生きるファンド の助成を受けて運営しています。 


